
一般社団法人尾道青年会議所2014年  3月 号

!

一般社2222000001144年年年年年年年年年年年年 3333月月月月月 号号号号号

!!

h t t p : / / w w w . o j c . o r . j p /
〒722-0035
尾道市土堂2-10-3 尾道商工会議所ビル3F
T E L ： 0 8 4 8 - 2 0 - 1 1 1 0
F A X ： 0 8 4 8 - 2 0 - 1 1 1 2
E-mai l ： o j c @ u r b a n . n e . j p
Facebook ：
http://www.facebook.com/isojcnow

　

る
去

2
月
17

テ
ホ
際
国
道
尾
、）
月
（
日

て
に
ル

2

J
A
Y
C
E
E

し
ま
れ
さ
催
開
が
」
チ
タ
カ
の

。
た

　

ご
、
て
し
き
招
お
を
生
先
の
師
講
は
会
例
本

く
輝
の
当
担
、
く
な
は
で
会
例
く
頂
を
演
講J

A
Y
C
E
E

入
導
。
た
し
で
の
も
た
げ
上
り
作
ら
か
一
が
ん

J
A
Y
C
E
E

し
長
成
て
し
と

J
C

、
し
論
議
く
熱
か
い
よ
ら
た
し
う
ど
は
に
る
な
に

。
た
し
ま
し
表
発

　

所
な
う
よ
い
な
い
て
し
識
意
り
ま
あ
段
普

く
深
で
ま

J
A
Y
C
E
E

る
え
考
て
い
つ
に

間
時
い
し
ら
晴
素
変
大
、
て
し
ま
き
で
が
と
こJ

A
Y
C
E
E

様
れ
疲
お
、
様
皆
の
議
会
成
育

。
た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ、
て
し
そ
。
た
し
で

 

）
勝

よ
長
員
委
副
中
田
、
長
員
委
森
石
―
―
―
―

。
す
ま
し
い
願
お
く
し
ろ

　

、
が
す
で
と
こ
う
い
と
会
員
委
の
系
育
教

？
か
す
ま
て
れ
さ
動
活
て
け
向
に
何
は
ま
い

森
石
　

は
今

4

て
し
動
活
て
け
向
に
会
例
月

。
す
ま
い

中
田
　

に
会
例

月
４
。
す
ま
て

市
道
尾
は
会
例

、
民
市
誉
名
の

生
先
作
和
林
小

び
学
て
い
つ
に

。
す
ま

生
先
作
和
―
―

青
、
ば
え
い
と

も
で
所
議
会
年

し
加
参
に
要
法

す
ま
て
し
り
た

♪
ね

森
石
　

年
毎

11

れ
か
行
に
忌
作
和
の
で
寺
国
西
に
日
命
の
月

。
す
ま
て

の
民
市
誉
名
市
道
尾
で
館
術
美
は
会
例
月
４

年
今
。
す
ま
い
思
と
い
た
い
ら

後
没
が
生
先
作
和
林
小
は

40先
作
和
、
り
あ
も
事
う
い
と
年

い
て
し
も
業
事
た
し
係
関
に
生

。
す
ま
り
お
て
え
考
と
い
た
き

忌
作
和
の
回
前
、
は
私
―
―

の
た
い
だ
た
い
て
せ
さ
加
参
に

。
ね
す
で
方
い
ご
す
、
が
す
で

森
石
　

盤
基
の
術
芸
の
道
尾

。
ね
ら
か
す
で
方
た
れ
ら
作
を

る
す
と
う
そ
残
に
世
後
―
―

て
し
と
学
道
尾
、
て
い
が
達
方

中
本
日
。
る
い
て
れ
さ
究
研
も

が
報
情
の
々
品
の
り
か
ゆ
ら
か

！
よ
た
し
ま
て
で

森
石
　

、
で
の
す
ま
り
あ
ん
さ
く
た
は
力
魅

て
え
考
を
業
事
な
う
よ
の
ど
は
に
他
―
―

？
か
す
ま

森
石
　

若
の
代
世
次
て
し
そ
、
達
も
ど
子

ま
り
お
て
え
考
を
業
事
の
て
し
対
に
達
者

。
す

係
関
に
生
先
作
和
林
小
、
も
に
達
も
ど
子

い
て
え
考
と
い
た
き
い
て
し
に
業
事
た
し

。
す
ま

ん
る
わ
だ
こ
に
生
先
作
和
ん
と
こ
と
―
―

ね
す
で

森
石
　

、
は
て
し
対
に
達
者
若
の
代
世
次

で
映
反
を
れ
そ
、
て
い
聞
を
見
意
の
者
若

ま
い
て
え
考
と
い
た
し
を
業
事
な
う
よ
る
き

。
す

中
田
　

の
学
大
道
尾
、
は
者
若
の
代
世
次

業
事
の
ら
ち
こ
、
が
す
ま
て
え
考
を
生
学

。
ん

う
合
き
向
と
」
育
教
「
て
し
通
間
年
―
―

、、
、
が
す
で
け
わ

森
石
　

達
も
ど
子
。
す
ま
い
て
げ
揚
と
』
ば
半
の
ぶ

だ
ん
学
の
達
分
自
に
達
者
若
の
代
世
次
や

ス
な
う
よ
く
い
て
え
教
で
ん
学
、
し
強
勉
が

。
す
ま
て
え

、
り
然
育
教
校
学
、
り
然
育
教
庭
家
―
―

す
で
い
し
難
は
の
う
い
と
る
え
伝
る
え
教

・・
・り
然
営
運
会
員
委、
り
然
育
教
社
会
。
ね

森
石
　

・・
・
ね
す
で
い
し
か
ず
む
、
と
ん
ほ

　

略
中

い
が
ね
お
言
一
に
様
皆
に
後
最
、
い
は
―
―

。
す
ま
し

森
石
　

い
、
は
間
年
一
年
今

と
る
た
当
ち
ぶ
に
壁
な
ん
ろ

メ
会
員
委
、
が
す
ま
い
思
は

て
え
越
り
乗
て
得
を
力
協
ご

年
一
。
す
ま
い
思
と
う
こ
い

し
い
願
お
く
し
宜
ぞ
う
ど
間

。
す
ま

ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
―
―

。
た
し

　

、
人
二
御
の
士
同
事
理
初

が
業
事
る
き
で
そ
こ
ら
か
だ

教
。
す
ま
い
思
と
だ
ん
る
あ

け
つ
見
と
と
こ
ぶ
学
は
と
育

伝
が
悟
覚
の
人
二
！
り
た

―
―

2

伝
。
た
し
で
様
れ
疲
お
、
会
例
月

た
し
ま
き
で
が
と
こ
る
え
伝
は
と
こ
い
た
え

？
か

成
政
　

て
し
直
め
つ
見
を
分
自
、
会
例
月
２

ま
り
い
ま
て
し
を
営
設
て
え
考
と
う
お
ら
も

の
そ
、
が
た
し

は
て
い
お
に
面

と
た
き
で
成
達

何
。
す
ま
い
思

と
る
え
伝
を
か

、
は
り
よ
う
い

め
つ
見
を
分
自

う
ら
も
て
し
直

。
で
の
た

生
麻
　

ん
う
（）

。
ん
う

現
は
ず
ま
―
―

る
す
握
把
を
状

で
と
こ
う
い
と

の
後
今
。
ね
す

が
す
ま
り
な
に
気
が
開
展

成
政
　

6い
思
と
い
た
し
案
提
を
法
方
る
え
変
を
動
行

。
す
ま

生
麻
　

）。
ん
う
ん
う
（

成
政
　

8

に
的
極
積
、
は
で
習
講
期
夏
の
月

え
考
と
い
た
し
に
営
設
く
だ
た
い
て
し
動
行

。
す
ま

6

の
く
頂
で
ん
学
を
さ
切
大
の
と
こ
る
す
動
行

、
ば
れ
け
頂
て
し
か
活
に
習
講
期
夏
ひ
ぜ
、
で

。
す
ま
い
思
と

生
麻
　

）。
ん
う
ん
う
（

P
O
S
I
T
I
V
E 

M
O
T
I
V
A
T
I
O
N

。
ね
す
で

成
政
　

10

だ
ま
は
か
た
な
ど
、
は
で
会
例
月

の
本
日
、
が
ん
せ
ま
え
言

J
C

の
峰
高
最
の

会
年
青
の
本
日
。
す
で
定
予
く
頂
演
講
に
方

の
つ
一
の
め
た
る
す
動
行
に
的
極
積
、
て
い

。
す
ま
え
考
と
る
な
に
針
指

生
麻
　

）。
ん
う
ん
う
（

て
じ
通
を
年
一
―
―

“

性
極
積

”

ポ
が

ち
た
私
。
ね
す
で
う
そ
り
な
と
ト
ン
イJ

A
Y
C
E
E

、
が

J
C

う
ど
と
動
活
の

せ
か
聞
お
ば
れ
あ
ど
な
像
想
理
る
え
考
、
が

。
い
さ
下

成
政
　

J
A
Y
C
E
E

像
想
理
の

.

.

.

何け
続
し
長
成
、
み
組
り
取
に
的
極
積
も
に
事

の
こ
に
的
極
積
も
て
と
が
長
議
副
成
政
―
―

か
わ
く
よ
が
の
る
い
て
し
』
戦
挑
『
に
業
事

す
ま
り

　
　

さ
現
表
く
し
楽
を
さ
切
大
の
と
こ
る
す
戦
挑

。
ね
た
し
ま
て
れ

　

い
願
お
け
だ
言
一
に
後
最
、
長
議
副
生
麻

！
す
ま
し

生
麻
　

こ
な
切
大
ず
ま
が
の
る
作
を
像
想
理

。
す
ま
し
が
気
な
う
よ
る
れ
ら
じ
感
が
勢
姿
極

る
れ
さ
と
像
想
理
ら
か
人
の
他
は
人
な
ん
そ

。
す
ま
い
思
と
か
い
な
は
で
の

者
記
＆
成
政

　

・
・
・
イ
イ
深
・
・
・

の
回
次
。
た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
―
―

す
ま
て
し
に
み

♪

　

が
長
議
副
成
政
、
に
も
と
と
長
議
副
生
麻

、
か
の
く
い
て
い
ら
ひ
を
り
悟
に
う
よ
の
ど

？
か
の
る
れ
く
て
い
導
う
ど
を
々
我
て
し
そ

　

2

一
、
て
い
お
に
会
例
月

議
会
年
青
道
尾
人
法
団
社
般所

2

さ
催
開
が
会
総
時
定
月

。
た
し
ま
れ

　

2

催
開
が
会
総
時
定
に
月で

度
年

2

な
と
催
開
の
目
回。

た
し
ま
り

　

で
会
総
時
定
た
れ
ら
め
進
り
な
と
長
議
が
長
事
理
部
安、

は

3
1
0
2

、）
案
（
算
予
正
補
支
収
度
年

3
1
0
2

年

、）
案
（
算
決
支
収
に
び
並
）
案
（
告
報
業
事
度

2
0
1
4り

よ
に
致
一
会
全
て
全
が
）
案
（
算
予
正
修
支
収
般
一
度
年

。
た
し
ま
れ
さ
決
可
、
認
承

　
　
　
　
　
　

 

）
克
昌

2

会
例
月
2

会
例
月

　三月は別れの季節、卒業に、転勤にと多いのではないでしょうか。３．１１の震災も一層感じさせることでしょう。その
ような季節ですが、今月は新入会員に会員の慶事などの記事も多数あり、明るい春の兆しを予感させることです。今月
も無事にJCライフみなさまのお手元にお届けすることが出来ました。記事をご提供下さいましたみなさまに御礼を申
し上げ編集後記と致します。尚、尾道や青年会議所の情報をホームページ、フェイスブック等にて発信しております。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 記 事 ： 武 田 大 俊

副議長・副議長インタ
ビュー

輝くJAYCEE
育成会議

輝くJAYCEE
育成会議
テーマ『挑戦』

副議長・副議長インタ
ビュー

会
総
時
定
月
2

会
総
時
定
月
2

輝き れる
教育推進委員会
輝き れる
教育推進委員会
テーマ『教うるは学ぶの半ば』

委員長・副委員長イン
タビュー

委員長・副委員長イン
タビュー

■副議長  麻生 裕雄 ■副議長  政成 啓行 

 これから頑張ります。
よろしくお願いします。

楽しく！！

一生懸命がんばります！
よろしくお願いします！

2月例会が終わり、ホッとする間もなく、
次の事業の準備に取り掛かるという
忙しい委員会です。
皆様のご協力が何よりの結果になる
委員会だと思いますので、宜しくお願いします。

今年は前理事長として、
いち委員会メンバーとして、
昨年の恩返しが出来るように
頑張ります！

今年一年、
よろしくお願いします。

私自身も意識改善を行い、より一層、
尾道青年会議所での活動を通じて、
輝けるJAYCEEの一員となれるよう、
高い目標を持って行こうと考えております。
皆様宜しくお願いします。

最後の年。
より良い街にするために、
ただただ出来る事をこの
JCを通じてやり抜きます！

１年間、政成副議長を
しっかりサポートします！

例会、全出席
目指します！

平岡良之

樫野竜

中谷純也

馬原美晴

平岡良之

樫野竜

中谷純也

馬原美晴

山根浩揮

大村芳弘

山本篤司

土屋誉之

山脇将司

高橋武也

山根浩揮

大村芳弘

山本篤司

土屋誉之

山脇将司

高橋武也

と
こ
と
ひ

！！
と
こ
と
ひ

！！

 一期一会を
大切に、全力で
頑張ります！

家族と仕事と
JC活動を両立できる
よう頑張ります！

一年間、
宜しくお願い
致します。

委員会内で貯金
できるように
頑張ります！

2014年も皆様に
多く学び共に成長して
いきたいです。そしてまずは
婚活頑張ります。

仲良くやれば、
幸せです！

石森委員長の
縁の下の力持ち
になれるよう
頑張ります！

皆さんにご迷惑おかけ
しております。
4月からは、なるべく出席
させていただきます。

今年度は尾道歴史文化
を学び、次世代へと繋げ
ればと思います。
よろしくお願いします！

尾道の未来を背負っていく
子ども達の成長に少しでも
役立てるよう精いっぱい頑張って
参りますのでどうぞよろしく
お願い致します。

合コンに参加して男を上げた
田中副委員長と真面目な石森
委員長のチカラになれる様に
卒業年度ではありますが
頑張るつもりDeath！

小林輝久

高橋建太 木村泰隆新宅正章

小林輝久

高橋建太 木村泰隆新宅正章

杉野原猛

池田誠

高橋大介

河原研介

谷原康弘

大西貴明

杉野原猛

池田誠

高橋大介

河原研介

谷原康弘

大西貴明

と
こ
と
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！！
と
こ
と
ひ

！！
沼田邦博沼田邦博

■委員長  石森 良 ■副委員長  田中 良幸
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一つの事業を終え、大いに盛り上がる委員会メンバー！！ 

今後の事業のため、繰り返し委員会で話を揉んでいます！



ご出産おめでとう

美ノ上 仁孝 君　コメント

1月２２日に子どもが生まれました。

男の子です。希望したこと、願った

ことを一つでいいのでかなえて欲し

いとの思いをこめて「壱希（かずき）」

と名づけました。今はただ元気に生

まれてきてくれたことに感謝しています。

佐藤 敏章 君　コメント

ご出産おめでとう

う
と
で
め
お
婚
結
ご

う
と
で
め
お
婚
結
ご

12月6日に生まれました。女の子です。
「果撫（かなで）」と読みます。3人子供
がいますが、みんな女です。よろしくお
願いします。

　

ノ
ホ
ん
さ
展
千
と
ん
さ
士
隆
多
本

i
l
i
p
a
k
a
m
u
a
K
の
ル
ル

 挙
に
日
２
１
月
２
で
h
c
r
u
h
C

招
は
日
当
。
た
し
ま
れ
ら
げ
挙
を
式

け
つ
け
駆
に
の
い
な
て
し
出
を
状
待

く
永
末
が
人
二
お
の
者
気
人
な
ん
そ

う
よ
す
ま
り
あ
で
せ
幸
お

に
！！

　

な
う
そ
せ
幸
も
て
と
、
も
と
人
二

で
真
写

す
＾^

。
た
し
ま
げ
挙
を
式
婚
結
と
ん

を
い
合
き
付
お
ぬ
ら
わ
変
も
と
後
今

。
す
ま
し
た
い
い
願
お

　
　

島
勝

 

達

勝島達さん 明日香さん

本多隆士さん 千展さん

佐藤さんご子息 壱希くん佐藤さんご子息 壱希くん

美ノ上さんご令嬢 果撫ちゃん美ノ上さんご令嬢 果撫ちゃん
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催
開
度
一
月
毎
、
く
べ
る
す
と
会
大
の
高
最
る
残
に
史
歴
を

を
い
合
し
話
な
密
綿
、
い
行
を
議
会
体
全
・
議
会
小
り
ま
集
に

７
と
あ
で
ま
催
開
。
す
ま
り
お
て
ね
重

の
す
ま
り
い
ま
で
ん
臨
で
力
全
、
月
か

た
い
い
願
お
く
し
ろ
よ
援
応
様
皆
、
で

　
　

　
　
　
　　

員
委
造
創
興
復
済
経
の
真
所
議
会
年
青
本
日
人
法
団
社
益
公

。
す
で
本
安
す
ま
り
お
て
し
向
出
に
会

　

交
済
経
の
形
山
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
催
開
月
６
、
は
で
会
員
委
当

。
す
ま
り
お
で
ん
組
り
取
で
会
員
委
て
い

　

経
し
加
参
に
業
事
、
会
員
委
の
く
多

張
頑
う
よ
る
せ
か
活
で
Ｍ
Ｏ
Ｌ
を
等
験

。
す
ま
り

　
　
　
　
　
　
　

　

事
・
長
事
理
部
安
、）
日
（
日
９
月
３

日
人
法
団
社
益
公
た
し
ま
れ
さ
催
開
て

所
議
会
年
青
本

　

、
会
総
回
５
４
１
第

に
び
ら
な
式
悼
追
同
合
災
震
大
本
日
東

。
た
し
ま
き
て
し
加

　

ら
か
災
震
大
本
日
東

3

え
迎
を
目
年

で
ん
運
を
足
へ
地
現
に
際
実
、
が
す
ま

い
な
は
で
と
こ
い
な
得
り
知
は
さ
大
甚
の
害
被
の
そ
ば
れ
け
な
み

災
被
。
た
し
ま
び
学
を
状
現
の
々
人
の
島
福
る
い
で
ん
し
苦
に
害

に
た
新
を
意
決
の
へ
興
復
て
せ
寄
を
心
に
様
皆
の
者
災
被
と
地

る
れ
さ
か
活
に
後
年
０
２
、
後
年
０
１
、
し

J
C

、
か
何
は
動
運

。
す
ま
し
表
を
意
の
悼
追
で
ん

　
　
　
　
　
　
　

 

）
俊
大

 

　

第
、
問
訪
社
会
員
会
入
新

1

目
回

君
吾
健
田
岡
の
会
員
委
報
広
務
総
は

』
社
会
式
株
産
物
漁
大
『
る
す
務
勤
が

！
た
し
ま
し
魔
邪
お
へ
ん
さ

　

ン
コ
は
ん
さ
社
会
式
株
産
物
漁
大

、
で
ま
家
農
酪
ら
か
社
会
薬
製
、
で
社

。
す
ま
い
て
け
懸
手
を
品
製
た
せ
わ

　

資
再
る
け
お
に
題
問
境
環
は
後
今
「

物
な
的
体
全
て
し
そ
、
進
推
の
化
源

行
を
給
供
定
安
と
化
率
効
の
ト
ス
コ
流

社
会
る
け
だ
た
い
顧
愛
ご
く
長
末
、
い

強
力
を
み
込
気
意
の
そ
と
」
い
た
し
に

 

）
克
昌

　新入会員の岡田健吾です。大漁物産
株式会社にてフレキシブルコンテナバッ
クの製造販売を行っております。
　先輩方から JCでの活動を通じて色々
な仲間ができると聞き、また数ヶ月です
がJCの活動を通してたくさんの方 と々お
会いする機会をいただき大変嬉しく思い
ます。
JCの名に恥じぬよう、責任と誇りを持っ
て活動していきたいと思います。

　

の
い
か
向
の
所
議
会
工
商
は
回
今

ま
「
店
お
的
家
れ
隠
る
あ
に
地
路
裏

し
問
訪
撃
突
に
ん
さ
」
Ⅱ
屋
り
か
ま

ン
メ
所
議
会
年
青
当
。
た
し
ま
き
て

り
盛
り
切
が
ん
さ

で
店
お
る
い
て
し

然
突
は
回
今
。
す

顔
笑
も
に
問
訪
の

た
い
て
し
応
対
で

ん
さ
井
石
、
き
だ

。
す
ま
え
伺
が
さ
き
大
の
量
器
の

　

聞
を
夢
の
ん
さ
井
石
ら
が
な
き
頂
を
玉

も
ん
さ
皆
非
是
。
と
こ
の
と
」
！
い
し

」
Ⅱ
屋
り
か
ま
ま
「
に
り
わ
終
会
員
委か

！？

　
　
　
　
　
　
　
　

 

）
達

　新入会員の石井理絵です。土堂

の「ままかり家Ⅱ」で料理もお酒も
ふるまい、おもてなしをさせていた
だいてます。
　今年は、池田委員長の JAYCEE
拡大委員会で会員拡大、特に女性
会員の拡大に力を入れたいと思い
ます（≧▽≦）
これからも宜しくお願い致します。

社
会
式
株
産
物
漁
大

や
り
か
ま

Ⅱ

新入会委員 会社訪問突撃！新新新新新新入入入入入入会会会会会委委委委委委員員員員員 会会会会会社社社社社訪訪訪訪訪問問問問新入会委員 会社訪問

徳永委員と太田委員。出向頑張ってます！！

徳永 剛志 委員

太田 雄介 委員

安本 皇 委員


